
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ大災害時のＩＤ発行について

　ジャパンディスプレイが、中小型
液晶パネル分野で圧倒的トップの座
に王手をかける。米アップルから資
金提供を受け、石川県に工場新設を
決めた。中小型液晶パネル業界の勢
力図に影響を与えるのは必至だ。

（ＪＤＩの液晶パネル）

　粟津工場でバイオマス発電
　コマツは、主力の粟津工場でバ
イオマス発電施設を４月に稼働。
年度に電力購入を９割削減。

間伐材購入で地元の林業を支援。
　

　サウジ石化プラ 　最高益
　住友化学のサウジアラビア石油
化学コンビナート「ペトロラービ
グ」が安定稼働。 年 月期の
当期利益が過去最高を記録。

　

　アルミ割増金 ％引き下げ
　海外アルミ大手と日本の商社の
交渉で４―６月期のアルミ新地金
対日割増金は、６四半期ぶりの下
落で一部決着。約 ％引き下げ。

　ベトナムで医療向けＩＣＴ事業
富士通、電子カルテなど現地仕様

●インタビュー
　自工会労務委員長・吉田正弘氏
　　自動車総連会長・相原康伸氏
　

　参天製薬社長・黒川明氏
　　小野薬品工業社長・相良暁氏
　

　熊谷組社長・樋口靖氏

　東日本大震災　４年　　　　　
　

　医療データ管理システム普及
　被災地農業で先端技術導入研究
　金融業界の防災・減災－生損保
　三陸の水産、海外に拡販

　国際／ひと＆会社
　　「人財戦略～キーパーソンに聞く」

トッパン・フォームズ常務取締役
総務本部長・坂田甲一氏

　モノづくり 「開発・デザイン」
　　　「市場をつくる」

サタケ執行役員・古屋慎一郎氏

　大規模自然災害で印刷所からの新聞輸送
に支障が生じた際は、月ぎめご購読者に限
り電子版が一時的にご覧になれます。ウェ
ブサイト からお入
り下さい。

■
　深
層
断
面
　■■
■

最
終
面

　

　ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

中
小
型
液
晶
ト
ッ
プ
の
座

【
特
集
】
２
０
１

４
年
第

回
読
者

が
選
ぶ
ネ
ー
ミ
ン

グ
大
賞

面

７
ゼ
ネ
コ
ン
、
長
周
期
地
震
動
対
策 超

高
層
ビ
ル
の
改
修
進
む清水建設が技術研究所に整備した

大振幅振動台（専用キャビンで長
周期地震動を体験できる）

　
震
源
か
ら
遠
く
離
れ
た
大

型
構
造
物
を
、
大
き
く
ゆ
っ

た
り
揺
ら
す
長
周
期
地
震

動
。
共
振
作
用
に
よ
っ
て
後

揺
れ
が
長
く
続
き
、
天
井
の

脱
落
や
設
備
損
傷
、
さ
ら
に

コ
ピ
ー
機
な
ど
設
置
し
た
事

務
機
器
が
動
き
回
っ
て
被
害

を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。

長
周
期
地
震
動
の
被
害
は
、

２
０
０
３
年
の
十
勝
沖
地
震

で
震
源
か
ら
約
２
０
０

離
れ
た
苫
小
牧
の
石
油
タ
ン

ク
が
液
面
揺
れ

ス
ロ
ッ
シ

ン
グ

に
よ
り
破
損
し
て
火

災
を
起
こ
し
、
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

分
超
の
揺
れ

　
長
周
期
地
震
動
の
被
害
が

最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が
超
高

層
ビ
ル
。
東
京
・
西
新
宿
の

超
高
層
ビ
ル
群
は
東
日
本
大

震
災
で
、
し
な
る
よ
う
に

分
以
上
も
揺
れ
続
け
た
。
高

層
ビ
ル
群
が
建
設
さ
れ
た
の

は

年
代
。
当
時
は
長
周
期

地
震
動
に
対
す
る
知
見
が
な

く
、
設
計
に
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
超
高
層
ビ
ル
建
設

に
際
し
、
長
周
期
地
震
動
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は

年
の
建
築
基
準

法
改
正
以
降
。
そ
れ
以
前
に

建
て
ら
れ
た
高
さ
１
０
０

超
の
超
高
層
ビ
ル
が
国
内
に

２
５
０
―
３
０
０
棟
も
あ

る
。
既
存
の
超
高
層
ビ
ル
を

揺
れ
に
く
く
す
る
技
術
開

発
も
進
み
、
実
用
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

基
礎
補
強
不
要

　
大
成
建
設
は

年
、
本
社

が
あ
る
東
京
・
西
新
宿
の
超

高
層
ビ
ル
「
新
宿
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
」
の
中
層

フ
ロ
ア
に

台
ず
つ
、
合
計
２
８
８
台

の
軸
力
制
御
オ
イ
ル
ダ
ン
パ

ー
を
取
り
付
け
て
制
震
化
し

た
。

　
超
高
層
ビ
ル
に
お
け
る
長

周
期
地
震
動
対
策
改
修
の
初

事
例
と
な
っ
た
。
同
ダ
ン
パ

ー
は
所
定
の
変
形
量
を
超
え

る
と
ピ
ス
ト
ン
か
ら
オ
イ
ル

が
抜
け
る
特
殊
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
減
衰
力
が
弱
ま

る
。
こ
の
た
め
柱
や
梁
、
基

は
り

礎
を
補
強
せ
ず
に
済
む
。
東

日
本
大
震
災
で
は
建
物
の
最

大
変
形
を
約

％
低
減
す
る

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

　
鹿
島
は
同
じ
西
新
宿
の

「
新
宿
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
」
で
、
屋
上
に
揺
れ
を
打

ち
消
す
方
向
に
お
も
り
が
動

く
Ｔ
Ｍ
Ｄ

チ
ュ
ー
ン
ド
・

マ
ス
・
ダ
ン
パ
ー

設
置
工

事
を
進
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｄ

は
超
高
層
ビ
ル
の
風
揺
れ
対

策
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
長

周
期
地
震
動
対
策
へ
の
適
用

は
初
め
て
。
お
も
り
重
量
は

約
１
８
０
０

で
、
実
に
風

揺
れ
対
策
用
の

倍
以
上
に

な
る
。
こ
の
超
大
型
Ｔ
Ｍ
Ｄ

で
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
揺

れ
幅
を
最
新
鋭
の
超
高
層
ビ

ル
並
み
に
抑
え
る
。

３
次
元
で
再
現

　
耐
震
性
と
い
う
意
味
で
は

十
分
な
構
造
強
度
を
備
え
て

い
て
も
、
利
用
者
に
と
っ
て

長
周
期
地
震
動
に
よ
る
大
き

な
揺
れ
が
不
安
材
料
に
な
る

の
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事

実
。
清
水
建
設
は
技
術
研
究

所

東
京
都
江
東
区

に
昨

秋
、
長
周
期
地
震
動
の
揺
れ

を
再
現
で
き
る
大
振
幅
振
動

台
を
整
備
し
た
。
同
設
備
は

縦
横
４

の
振
動
台
を
水
平

方
向

１
５
０

、
上

方
向

、
下
方
向

の
最
大
変
位
に
よ
り
回
転

ね
じ
れ

も
含
め
３
次
元

で
揺
ら
す
。
台
上
に
専
用
キ

ャ
ビ
ン
を
載
せ
た
地
震
体
験

で
は
室
内
に
建
物
の
居
室
を

模
し
た
映
像
を
投
映
し
、
揺

れ
に
応
じ
た
家
具
な
ど
の
挙

動
も
忠
実
に
解
析
し
て
表

示
。
「
揺
れ
が
人
体
に
与
え

る
心
理
的
・
生
理
的
な
影
響

も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

る
」

金
子
美
香
安
全
安
心

技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

と
し

て
い
る
。

経済団体の原発をめぐる見解

【経済同友会】

○ 年までの原子力比率「 ％を下限」

○ゼロエミッション電源（原子力および再生可
能エネルギー）を「 ％」

○原発の「安全神話」からの脱却

○ 年以降は「リプレースを含め柔軟に検討」

【経団連】

○ 年時点の原子力比率「 ％超」

○核燃料サイクルの確立に取り組む

【日本商工会議所】

○安全性が確認された原子力発電は非常に重要
なエネルギー源と三村明夫会頭が発言

　
経
済
同
友
会
は
２
０
３
０
年
に
お
け
る
総
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力
の
比
率
を
、
「

％
を
下
限
」
と
す
る

提
言
の
概
要
を
固
め
た
。

年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
起
き
た
事
故
後
に
打
ち
出
し
て
い
た
「
縮
原
発
」
の

方
針
を
事
実
上
見
直
す
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
比
率
「

％
」
を
目
指
し
、
少
な
く
と
も

％
を
原
子
力
が
担

う
こ
と
を
求
め
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
が
本
格
化
す
る
中
、
経
団
連
や
日
本
商
工
会
議
所
で
も
原
発
を

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
て
お
り
、
同
友
会
が
前
向
き
な
数
字
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
経
済
界
と
し
て

％

以
上
の
原
子
力
比
率
の
確
保
を
求
め
、
今
後
の
再
稼
働
に
つ
な
げ
る
意
向
だ
。

２
面
に
関
連
記
事

原
発
比
率
％
下
限
同
友
会
、
縮
原
発
見
直
し
２
０
３
０
年

政
府
議
論
に
経
済
界
一
石

日経平均

万 円 銭
ＴＯＰＩＸ

対　ド　ル

円 ～ 銭

円 銭安

安

銭安

東
京
市
場
９日
時

製品の薄型化貢献小段金属が積層焼結金網イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
．
０
で
連
携
中
小
の
交
流
促
進
日
独
首
脳
会
談

メルケル首相（左）と握手する
安倍首相（代表撮影）

　
個
人
事
業

主
は
じ
め
確

定
申
告
が
必

要
な
方
は
、

も
う
手
続
き

を
す
ま
さ
れ

た
ろ
う
か
。
今
年
は
カ
レ

ン
ダ
ー
の
関
係
で
期
限
が

日
の
月
曜
日
に
１
日
伸

び
る
。
こ
の
週
末
に
資
料

を
そ
ろ
え
て
な
ん
と
か
、

と
考
え
て
い
る
向
き
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
▼
今
も

昔
も
、
期
限
直
前
の
税
務

署
の
窓
口
は
大
混
雑
す

る
。
な
ら
ば
電
子
申
告
を

活
用
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
が
非

常
に
高
い
。
ま
ず
市
役
所

等
に
足
を
運
び
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
入
手
す

る
。
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
部
分

に
電
子
証
明
書
を
発
行
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
使
う

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
購
入

す
る
▼
続
い
て
申
告
す
る

パ
ソ
コ
ン
が
不
正
な
手
続

き
で
な
い
こ
と
を
示
す

「
ル
ー
ト
証
明
書
」
と
、

申
告
作
業
の
た
め
の
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

事
前
登
録
す
る
。
所
得
計

算
の
数
値
入
力
作
業
は
、

そ
の
後
だ
▼
年
１
回
の
申

告
の
た
め
に
、
こ
ん
な
面

倒
な
手
続
き
を
す
る
利
用

者
が
い
る
だ
ろ
う
か
―
と

国
税
庁
の
役
人
に
質
問
し

た
こ
と
が
あ
る
。
「
自
分

で
は
申
告
し
な
い
の
で
、

よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
正

直
な
答
え
が
返
っ
て
き
た

の
に
は
苦
笑
し
た
▼
だ
か

ら
電
子
申
告
の
利
用
者
は

税
理
士
が
主
体
。
政
府
と

国
民
の
距
離
を
近
づ
け
る

は
ず
の
電
子
政
府
も
、
機

能
不
十
分
な
の
が
実
情

だ
。
も
っ
と
気
楽
な
仕
組

み
は
で
き
な
い
も
の
か
。

と
は
い
え
還
付
申
告
が
主

体
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
利

用
が
増
え
た
ら
、
国
税
庁

も
あ
ま
り
い
い
顔
を
し
な

い
か
も
し
れ
な
い
な
。

　
同
友
会
は
幹
事
会
で
の
最

終
調
整
を
経
て
、

日
に
も

公
表
す
る
。
提
言
で
は
原
発

事
故
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
低
下
や
電
気
料
金
の
値

上
が
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
増
加
と
い
っ
た
現
状

を
確
認
。
そ
の
上
で
、
安
全

性
確
保
を
大
前
提
に
原
子
力

を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
に
位

置
づ
け
る
ほ
か
、
長
年
培
っ

て
き
た
原
子
力
技
術
で
国
際

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
明
記

し
た
。

　
原
子
力
を
有
効
活
用
す
る

に
あ
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
「
安
全
神
話
」
と
の
決

別
や
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
性
向

上
、
こ
れ
ま
で
の
「
国
策
民

営
」
で
は
な
く
、
国
に
よ
る

原
発
へ
の
関
与
を
強
め
る
こ

と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、

年
ま
で
の
原
子
力

比
率
は

％
を
下
限
と
す
る

こ
と
を
決
定
。

年
以
降
は

「
リ
プ
レ
ー
ス
の
動
向
を
踏

ま
え
、
柔
軟
に
検
討
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　
同
友
会
は
、
段
階
的
に
原

発
依
存
度
を
引
き
下
げ
る
と

い
う
「
縮
原
発
」
を
掲
げ
て

き
た
。
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
原
発
の
再
稼
働
に
は
前
向

き
だ
っ
た
も
の
の
、
言
葉
の

響
き
が
「
原
発
に
否
定
的
」

と
捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
そ
こ
で
長
谷
川
閑
史

代
表
幹
事
が
昨
年
７
月
の
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
で
「
震
災
後
３

年
を
経
過
し
た
今
、
原
発
の

ス
タ
ン
ス
を
改
め
て
検
討
し

た
い
」
と
表
明
。
今
回
、
新

た
な
見
解
を
ま
と
め
た
。

　
経
済
界
で
は
政
府
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
を

注
視
し
て
お
り
、
経
団
連
は

年
初
に
ま
と
め
た
経
団
連
ビ

ジ
ョ
ン
で

年
の
原
発
比
率

を
「

％
超
」
と
明
記
。

　
榊
原
定
征
会
長
は
「
日
本

の
将
来
や
地
球
規
模
で
の
課

題
に
対
処
す
る
場
合
、
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
原

発
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な

い
」
と
指
摘
。
日
商
の
三
村

明
夫
会
頭
は
数
字
こ
そ
明
言

し
て
い
な
い
が
、
「
安
全
性

が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
は
非

常
に
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
」
と
述
べ
て
お
り
、
原
子

力
の
有
効
活
用
を
求
め
て
い

る
。
政
府
が
５
月
に
ま
と
め

る
電
源
比
率
の
議
論
に
も
一

石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

（日刊・土、日曜休刊）（昭和 年８月 日第３種郵便物認可）
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小
段
金
属

大
阪
市
平
野

区
、
小
段
昇
社
長
、
０
６
・

６
７
９
１
・
９
０
２
３

は
、
金
網
を
何
枚
も
重
ね
て

焼
結
処
理
し
た
純
銅
製
の
積

層
焼
結
金
網

写
真

の
受

注
生
産
を
始
め
た
。
金
網
を

重
ね
て
表
面
積
を
拡
大
し
、

銅
の
持
つ
導
電
性
や
熱
放
射

能
力
を
向
上
で
き
る
。
主
力

の
多
孔
質
焼
結
金
属
フ
ィ
ル

タ
ー
に
比
べ
２
分
の
１
以
下

に
薄
く
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
の
薄
型
・
軽
量
化
に
結

び
つ
く
。
電
子
機
器
や
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照

明
な
ど
発
熱
す
る
機
器
に
取

り
付
け
る
放
熱
板
や
電
池
の

電
極
・
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
に
採
用
を
働
き
か
け
る
。

　
同
社
は
昨
年
ま
で
に
新
素

材
開
発
用
に
２
台
の
焼
結
機

を
相
次
い
で
導
入
し
た
。
焼

結
フ
ィ
ル
タ
ー
と
並
ぶ
中
核

事
業
に
育
て
る
。
積
層
焼
結

金
網
は
、
純
銅
製
の
金
網
を

必
要
な
枚
数
だ
け
重
ね
て
、

真
空
炉
で
高
温
焼
結
す
る
。

焼
結
時
間
や
温
度
な
ど
、
多

孔
質
焼
結
金
属
製
造
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
。
同
等
の

大
き
さ
の
銅
板
と
比
べ
、
表

面
積
は
約

倍
に
な
る
。
純

銅
の
球
を
焼
結
す
る
多
孔
質

焼
結
金
属
フ
ィ
ル
タ
ー
の
厚

み
が
薄
く
て
も
１

―
２

な
の
に
比
べ
、
０
・
５

の
製
品
が
作
れ
る
。

　
焼
結
処
理
に
よ
っ
て
金
網

の
線
同
士
が
溶
着
す
る
た

め
、
強
度
が
増
し
長
期
間
の

使
用
に
も
耐
え
る
。
加
圧
を

せ
ず
無
加
圧
で
成
形
す
る
た

め
、
剥
が
れ
ず
隙
間
も
均
一

で
加
工
性
に
優
れ
る
。

　
同
社
は
多
孔
質
の
焼
結
金

属
フ
ィ
ル
タ
ー
を
製
造
し
、

海
洋
研
究
開
発
機
構
と
共
同

開
発
し
た
微
小
粉
体
回
収
装

置
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

チ
タ
ン
な
ど

種
類
の
素
材

を
焼
結
す
る
加
工
能
力
を
持

ち
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
積
層
焼

結
金
網
を
製
品
化
し
た
。

　
ま
た
、
日
独
財
界
の
代
表

ら
が
９
日
、
両
首
脳
を
表
敬

訪
問
。
安
倍
首
相
は
「
ド
イ

ツ
企
業
の
皆
さ
ん
も
日
本
に

目
を
向
け
て
直
接
投
資
を
増

や
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
榊
原
定
征
経
団
連

会
長
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
レ

ッ
シ
ン
グ
独
コ
メ
ル
ツ
銀
行

Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
が
表
敬
し
た
。

　
安
倍
晋
三
首
相
と
ド
イ
ツ

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
９
日
、

首
脳
会
談
を
開
き
、
経
済
分

野
で
は
両
国
の
中
堅
・
中
小

企
業
同
士
の
交
流
促
進
や
ド

イ
ツ
で
推
進
中
の
第
４
次
製

造
業
革
新
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
」
な
ど
で
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

ま
た
ド
イ
ツ
を
含
む
欧
州
連

合

Ｅ
Ｕ

と
日
本
と
の
経

済
連
携
協
定
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
年

内
合
意
に
向
け
、
両
国
が
努

力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

両
首
脳
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題

な
ど
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、
引
き
続
き
緊

密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
で

一
致
し
た
。

２
面
に
関
連
記
事

　
会
談
後
の
共
同
記
者
会
見

で
安
倍
首
相
は
「
高
効
率
石

炭
火
力
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
含
む
経
済
・
社
会

分
野
の
協
力
推
進
に
言
及
。

メ
ル
ケ
ル
首
相
も
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
化
や
安
定
供
給

で
日
本
と
協
力
し
た
い
」
と

発
言
。
科
学
技
術
分
野
で
の

人
材
交
流
に
も
言
及
し
た
。

　
ま
た
安
倍
首
相
は
会
見
で

「
ド
イ
ツ
は
基
本
的
価
値
を

共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

指
摘
。
２
０
１
５
年
に
ド
イ

ツ
、

年
に
日
本
で
主
要
７

カ
国
首
脳
会
議

Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト

が
開
か
れ
る
こ
と
を

見
据
え
、
両
国
が
世
界
の
平

和
と
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
に
意
欲
を
示
し
た
。


